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翁官固日
用
8
日
出
1
9
日
目
、
札
幌
パ

1
ク
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
全
国
育
成
会
事
業
所
協
議

会
加
盟
の
事
業
所
役
職
員
や
育
成
会
関
係
者

が
沖
縄
や
鹿
児
島
県
等
全
国
各
地
か
ら
花
事

業
所
・
育
成
会
2
7
9
名
の
参
加
を
え
て
研

修
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
魅
力
あ
る
事
業
所
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
第
1
分
科
会
で
は
「
親
の
思
い
・
本
人

の
思
い
に
寄
り
添
い
職
員
が
や
り
甲
斐
を
持

て
る
魅
力
あ
る
事
業
所
守
つ
く
り
」
に
つ
い
て
、

白
杉
滋
朗
運
営
委
員
(
滋
賀
県
草
津
市
)
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
を
努
め
、
苫
小
牧
市
内

の
ワ

l
ク
セ
ン
タ
ー
る

l
ぷ
門
内
勇
治
施
設

長
や
岩
手
県
、
大
分
県
の
事
業
所
か
ら
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
分
科
会
で
は
「
経
営
基
盤
の
安
定
と

人
材
育
成
・
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
魅
力
あ

る
事
業
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
金
刺
幸
春

運
営
委
員
(
静
岡
県
下
田
市
)
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

1
を
努
め
、
岩
見
沢
市
内
の
工
房
こ

ぶ
し
・
い
こ
い
小
玉
和
則
施
設
長
や
沖
縄
県
、

静
岡
県
の
事
業
所
か
ら
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
今
年
8
用
、
広
島
県
安

佐
市
で
の
豪
雨
・
土
砂
災
害
で
事
業
所
が
全

壊
し
た
八
木
園
か
ら
も
出
席
が
あ
り
、
工
房

こ
ぶ
し
・
い
こ
い
の
千
葉
美
樹
氏
が
出
席
者

を
代
表
し
て
八
木
園
施
設
長
等
職
員
4
名
に

応
援
団
方
式
で
の
エ
ー
ル
を
送
り
、
会
場
内

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
日
目
の
大
会
式
で
は
、
森
本
千
尋
運
営

委
員
(
札
幌
市
・
朔
風
)
が
全
体
進
行
役
を

努
め
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
久

保
厚
子
会
長
と
道
育
成
会
奈
須
野
益
会
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
北
海
道
知
事
・
札
幌
市
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
後
、
厚シンポジュームで発言する佐藤春光会長

労
省
障
害
福
祉
課
長
補
佐
平
川
雅
浩
氏
か
ら

行
政
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
魅
力
あ
る
事
業
所

づ
く
り
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

に
」
を
テ

l
マ
に
松
崎
伸
一
運
営
委
員
(
東

京
都
三
鷹
市
)
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
を
努

め
、
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
佐
藤
春
光

会
長
や
大
阪
市
育
成
会
小
泉
い
と
子
氏
、
鹿

児
島
県
育
成
会
十
島
真
理
氏
か
ら
指
定
提
言

が
あ
り
、
最
後
に
三
上
正
浩
運
営
委
員
長
(
広

島
県
)
か
ら
ま
と
め
が
述
べ
ら
れ
、
実
り
多

い
研
修
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
取
り
組
ま
れ
た
八
木
園
へ
の
義

援
金
は
、

3
8
，
1
0
4
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
が

取
り
組
ん
だ
道
内
事
業
所
か
ら
の
義
援
金
1

5
5
，
0
0
0
円
と
併
せ
指
定
口
座
に
送
金

し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
し
ま
す
。

全
国
研
修
大
会
に
参
加
し
て
!

一
日
間
一
羽
川
崎
一
J
1
.
3
1
M
A
E

千

葉

美

樹

私
は
岩
見
沢
市
の
社
会
福
祉
法
人
ゆ
あ
み

会
工
房
こ
ぶ
し
・
い
こ
い
の
職
員
と
し
て
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
実
行
さ
せ

る
に
あ
た
り
、
当
施
設
の
施
設
長
も
運
営
委

員
と
し
て
何
度
と
な
く
札
幌
に
足
を
運
び
会

議
を
重
ね
ご
苦
労
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
大
会
本
番
と
な
り
、
ま
ず
驚
い

た
の
は
全
体
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
無
く
、
第

1
分
科
会
・
第
2
分
科
会
と
に
分
か
れ
て
の
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ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
手
法
に
経
験
が
な

い
自
分
に
と
っ
て
は
、
運
営
委
員
の
方
々
の
ア
イ
デ

ィ
ア
な
ん
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
第
2
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

『
経
営
基
盤
の
安
定
と
人
材
育
成
・
地
域
で
必
要
と

さ
れ
る
魅
力
あ
る
事
業
所
づ
く
り
』
で
し
た
。

提
言
者
3
名
の
方
々
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
思
い
が

述
べ
ら
れ
た
後
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
の
絶
妙
な
や

り
取
り
が
聴
い
て
い
る
方
々
を
飽
き
さ
せ
ず
、
長
い

時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
夜
に
は
懇
親

会
が
あ
り
他
都
道
府
県
の
方
と
交
流
で
き
た
こ
と
も

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

翌
日
の
厚
生
労
働
省
の
方
の
お
話
の
中
で
、
幻
年

度
報
酬
改
定
等
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、
単
価
が

下
が
ら
な
い
こ
と
を
願
い
つ
つ
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
た

運
営
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
『
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
』

と
一
言
添
え
て
感
想
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
月
3
日
(
月
・
祝
)
1
5
日

ω、
北
見
市
端
野
町
、

旭
川
市
、
江
別
市
の
各
会
場
に
お
い
て
、
道
内
各
地

か
ら
総
勢
2
6
0
名
を
超
え
る
方
々
が
出
席
し
て
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
自
閉
症
(
発
達
障
害
)
が
あ
る

長
男
と
向
き
合
い
、
多
く
の
支
援
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
ご
本
人
の
希
望
で
あ
る
高
校
進
学
・

川
崎
市
職
員
の
就
職
を
見
事
に
か
な
え

2
児
を
育
て

上
げ
た
ご
経
験
を
明
石
洋
子
氏
か
ら
「
あ
り
の
ま
ま

の
子
育
て
」
か
ら
刊
年

1
自
閉
症
の
息
子
と
と
も
に

ー
を
テ
l
マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ
、
長
男
徹
之
氏
の

講
演
も
あ
り
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
講
演
会
で
上
映
し
た
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た

D
V
D
を
希
望
の
方
は
北
見
市
・
旭
川
市
・
江

別
市
育
成
会
又
は
道
育
成
会
迄
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

徹
之
さ
ん
の

ま
ま
の
子
育

講
演
会
を

江
別
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
石
田
文
子

日
月
5
日
、
江
別
市
民
会
館
に
て
幻
名
の
障
が
い

当
事
者
、
福
祉
関
係
者
、
市
民
の
方
々
の
参
加
を
得

ま
し
て
、
お
二
人
が
懸
命
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た

却
余
年
の
日
々
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江別市民会館で挨拶する石田文子会長

ご
本
人
幼
少
時
の
「
何
か
変
?
:
・
」
、
に
始
ま
り
、

障
が
い
告
知
、
小
学
校
入
学
、
卒
業
後
の
進
路
、
と

節
目
で
は
勿
論
、
日
常
的
な
大
小
の
困
難
の
中
、
母

親
と
し
て
の
激
し
く
揺
れ
る
思
い
が
当
時
の
自
分
と

重
な
り
、
そ
の
ま
ま
胸
に
響
い
た
方
は
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
公
務
員
と
し
て
働
く
ご
本
人
と
支
え
る
ご

家
族
、
そ
し
て
徹
之
さ
ん
の
そ
の
都
度
の
元
気
な
ご

挨
拶
で
地
域
の
方
々
に
も
笑
顔
が
広
が
る
:
・
そ
ん
な

生
活
の
映
像
は
感
動
的
で
し
た
。

ま
た
、
明
石
さ
ん
が
川
崎
市
の
自
閉
症
児
者
親
の

会
会
長
に
就
任
後
、
百
人
以
上
も
の
幼
児
の
親
を
含

む
新
入
会
が
あ
っ
た
と
の
、
当
会
に
と
っ
て
は
夢
の

よ
う
な
話
を
さ
れ
、
知
恵
と
勇
気
を
持
ち
続
け
、
年

月
を
か
け
た
地
域
創
り
活
動
の
真
の
力
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
徹
之
さ
ん
の
さ
ら
な
る
目
標
に
向
か

っ
て
の
支
援
の
輪
が
構
築
出
来
ま
す
よ
う
に
北
海
道

か
ら
も
エ
!
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

徹
之
さ
ん
に
「
得
意
な
料
理
は
?
」
と
伺
っ
て
み
ま

し
た
ら
、
「
町
館
町
!
」
と
頼
も
し
い
即
答
で
し
た
。

明
石
洋
子
さ
ま
、
徹
之
さ
ま
、
ま
た
い
つ
か
お
会

い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

等

間

報
酬
改
定
検
討
チ
l
ム」

ω

が
開
催
さ
れ
る

厚
生
労
働
省
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

検
討
チ

l
ム
」
の
第
叩
回
が
叩
月
幻
日
間
に
開
催
さ
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れ
、
共
同
生
活
援
助
(
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
)
、
自
立

訓
練
(
生
活
訓
練
・
機
能
訓
練
・
宿
泊
型
自
立
訓
練
)
、

地
域
相
談
支
援
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、

抜
粋
し
て
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

次
回
、
日
回
目
は
日
月

4
日
に
障
害
児
支
援
の
報

酬
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
同
生
活
援
助
の
報
酬
に
係
る
論
点
(
抜
粋
)

①
基
本
報
酬
に
つ
い
て
、
重
度
の
障
害
者
の
支
援

が
手
厚
く
な
る
よ
う
、
障
害
支
援
区
分
の
高
い
利

用
者
に
係
る
報
酬
に
重
点
化
を
図
る
と
い
っ
た
見

直
し
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

②
夜
間
支
援
等
体
制
加
算
に
つ
い
て
、

1
人
の
夜

間
支
援
従
事
者
が
少
数
の
利
用
者
を
支
援
で
き
る

よ
う
見
直
す
こ
と
や
、
実
際
の
夜
間
職
員
の
配
置

状
況
を
適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う
算
定
方
法
を
見

直
す
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

③
重
度
障
害
者
支
援
加
算
に
つ
い
て
、
従
業
者
に

対
し
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
等
の
受
講

を
促
す
と
と
も
に
、
重
度
障
害
者
に
対
す
る
支
援

を
適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う
見
直
す
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

④

日

中

支

援

加

算

(
H
)
に
つ
い
て
、
障
害
者
の

高
齢
化
や
重
度
化
を
踏
ま
え
、
対
象
と
な
る
日
中

活
動
の
拡
充
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

る
か
。

⑤
個
人
単
位
で
居
宅
介
護
等
を
利
用
す
る
場
合
の

特
例
の
経
過
措
置
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
る
か
。

(
共
同
生
活
援
助
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
)

・
重
度
の
方
の
利
用
が
増
え
、
求
め
ら
れ
る
支
援
機

能
も
増
え
て
い
る
。
制
度
設
計
当
初
と
は
異
な
る

機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
の
報
酬
で
は
貧

弱
だ
。
よ
っ
て
ハ

l
ド
面
が
不
十
分
で
職
員
も
定

着
し
な
い
た
め
、
結
果
と
し
て
、
昼
と
夜
も
同
じ

場
所
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
り
、
安
心
だ
か
ら
施

設
入
所
を
希
望
す
る
と
い
う
利
用
者
の
親
は
依
然

と
し
て
多
い
。
単
独
で
は
な
く
入
所
も
含
め
た
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
所
が
実
施
し
て

い
る
ホ

l
ム
の
方
が
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
期
待
で

き
て
安
心
だ
と
い
う
声
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
域

に
目
を
向
け
て
働
い
て
き
た
方
の
視
点
が
大
切
な

の
で
、
単
独
の
ホ

l
ム
が
他
の
経
営
主
体
の
入
所

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
ほ
し
い
0

.
お
年
の
経
営
実
調
の
数
値
を
見
て
も
世
話
人
の
給

与
が
下
が
っ
て
お
り
(
お
年
一

2
，
9
1
0
千
円

/
年
札
初
年
一
2
，
5
6
7
千
円
/
年
)
、
何
ら
か

の
手
を
打
た
な
い
と
厳
し
い
。
夜
間
の
支
援
の
み

が
困
難
な
の
で
は
な
く
、
世
話
人
が
主
に
担
う
昼

間
の
支
援
の
困
難
さ
も
評
価
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
は
家
庭
的
な
感
覚
で
安
心

感
を
与
え
る
場
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
世
話
人
が
定

着
せ
ず
に
そ
れ
が
実
現
で
き
て
い
な
い
。

藤
井
障
害
保
健
福
祉
部
長
よ
り
「
い
ろ
い
ろ
な
サ

ー
ビ
ス
を
重
層
的
に
組
み
合
せ
て
い
か
に
安
心
を
提

供
し
て
い
け
る
か
、
広
い
視
野
で
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
」
「
重
度
・
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く
中
で
グ
ル

ー
プ
ホ

1
ム
の
機
能
を
ど
う
考
え
る
か
、
そ
も
そ
も

小
規
模
入
所
と
の
違
い
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
課

題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行

後

3
年
の
見
直
し
検
討
の
際
の
テ

l
マ
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

(
藤
井
部
長
発
言
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
)

・
入
所
施
設
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム、

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
よ
り
も
ア
パ
ー
ト
と
、
で
き
る
だ
け
小
さ

な
規
模
の
も
の
を
こ
れ
ま
で
は
追
求
し
て
き
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
本
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
に
あ
わ
せ
、
今
住
ま
い
の
場
と
し
て
ど
こ
が
適

切
か
と
い
う
視
点
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

・
入
所
は
施
設
で
は
な
く
F

機
能
d

が
重
要
で
あ
り
、

入
所
施
設
と
入
所
機
能
は
分
け
て
論
じ
る
必
要
が

あ
る
。
入
所
機
能
に
は
、
各
種
支
援
の
実
施
の
み

な
ら
ず
、
利
用
者
間
の
助
け
合
い
も
含
め
た
集
団

生
活
の
場
の
提
供
と
い
う
要
素
も
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
は
、
世
話
人
に
は
運
営
管
理
の
能
力

の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
ワ

l
カ
!
と
し
て
の
技

術
も
求
め
ら
れ
る
。

-
そ
の
人
が
今
ど
こ
で
生
活
す
る
の
が
適
切
か
を
判

断
す
る
上
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
機
能
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
機
能
を
ど
こ
に
も
た
せ
る
か
が
課
題

で
は
な
い
か
。

---==・'--一-一=A.，
a-===・'-==--A.，孟亨‘.，--==-A.，A=-z'企.，--===--z-=一--企.，

・r臨害
者
歩
く
ス
キ
ー
の
集
ゆ
乱
開
館
側
一
-

4
6
費

者
w

心
身
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
(
年
齢
・
性
別
不
問
)

を
主
な
対
象
者
と
し
て
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

時

平
成
幻
年

1
月
間
日
日

場

所

滝

野

す

ず

ら

ん

丘

陵

公

園

締
切
り

平
成
幻
年
1
月
日
日
例
必
着

申
込
先
朝
日
新
聞
北
海
道
支
社
「
障
害
者
歩
く
ス

キ
l
の
集
い
」
事
務
局

h
o
l
-
-
2
8
1
1
2
1
4
0
 

お
詫
び
先
万
発
行
の
第

6
8
2
号
は
、
発
行
日
に

誤
ま
り
が
あ
り
、
正
し
く
は
日
月
1
日
で
す
。

お
詫
び
の
上
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

.1手をつなぐ育成会げっぽう 12月号



AIU生活サポート総合補償制度のご案内
2007年4月に日本で誕生した知的障害児者と自閉症児者専用の保険です。

AIUの普通傷害保険 (2013年7月現在の内容でホ)
(知的障害者等福祉団体傷害保険特約、地震・噴火・津波危険補償特約セット)

F病気やケガまたはその検査のため入院したとき(保険期間中に開始した入院の4日目からml日限度

E入院給付金日寸添介護保険金、差額ベッド費用、入院諸費用、入院一時金) I 
「他人にケガをさせたり、他人のものを壊して法律上の賠償責任を負ったとき(国内外補償

;個人賠償責任保険金lIiI事故1億円限度(自己負担金額なし) I 
-E函FJI福岡既届毘書忌ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 地震・噴火・津波危険補償特約セット

国 面

五議論議金 I 
お問合せ先)株式会社ジェイアイシー北海道支庖
干060-0051札幌市中央区南1条東2丁目

引受保険会社 AIU損害保険株式会社札幌支庖
干060-0001札幌市中央区北1条西6丁目

北海道知的障害児者生活サポート協会
干060-0002札幌市中央区北2条西7T目

8-2 SRビル4F
TEL: 011-221-7009 FAX: 011-221-1704 
http://www.jicgroup.co.jp 

1-2アーバンネット札幌ビル 4階
受付時間:午前9時~午後5時

(土・日・祝日・年末年始を除く)

かでる2・7 4階北海道手をつなぐ育成会内
TEL: 011-251-0855 FAX: 011-251-0804 

(A-000410 2014-06) 

--一一、 -----ー~、 ----一一、病気，./ケガのλ;院 個人賠償補償 被害事故の解決

に___-/ にー~ 仁一~
障がいのあるご本人と、そのご家族・施設従事者のための総合保険でホ

保障内容(A-1プランの場合年間保険料17.000円)
(死亡保険金 10万円) (法律相談費用 5万円 話の )

(特定重度障害保険金 10万円) (弁護士委任費用 100万円 誌の )

(入院保険金 1日につき 8，000門司 (接見費用 1万円 ) 

-・・・・・・E'D烹密室空需ヨ・・・・・・・ (入院一時金 10，000円) (個人賠償責任保険金 品:1，000万円)
少稿短期健車輯合保障 (無告知型)2012年創設 京 1一回の入院または一回の通院につき、30日限度.

(傷害通院保険金 1日につき1，000円づ 出2てん叫による入院の場合は日につき4，000円と
字この広告は疏品の復事を盟明しております。ご担約の幌には必らず「パンフレットj
ra要事項組明書Jをご確阻くださL、 なります.

詳しい資料のご用命は、下記代理庖へお願いいたしま-

0取扱代理庖 TEL 011-207-2522 
有限会社オフィスブレイン 干060-0032 札幌市中央区北2条東3丁目 2番地

札幌セントラルビル2F

国国国国自国固国間盟国箇箇
。すべてのケガおよび病気!こよる死亡(葬祭費用)を補償

@ すべてのケガおよび病気!こよる入院を補償

@ さらlこ傷害事故の湯合は「傷害入院H傷害通院j
「傷害治療費Jが入院保障とは別件で補償されます。

。 入院した場合は、1日目より補償 (180日限度)

。 「疾病性てんかんHてんかんlこ伴う転倒事故」
「白傷行為H闘争行為」などによる入院も補償されます。

0引受保険会社

・@ぜんち共済株式会社
〒10ト∞32東京都千代田区岩本町長5-8
岩本町シティ プラザピル 5F 

?イ・弓イ7補償内容
線 死亡{聾串費用卜 ….100万円
気入院(1即時的・・10，000円

死亡(蹄費用)…回日100万円
ヶ入院(1制限度)一 12，000円
通院(回日胆Jl)"…・1，000円
ガ 傷害治療費(翼膏)…，，50万円
手術費用……2'4・8万円
(本章盟軒別曹1書聞)

第三者賠償 5.000万円
(免責主 ~) ~ -， 

ロ耳立M 障害者補償会 お電話を頂ければすぐに資料をご郵送致します。

フリーダイヤル0120・185・001

手をつなぐ育成会げっぽう 12月号le


